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Abstract.  Two species of biting midge (Simuliidae) and 1 species of mosquito (Culicidae) are newly recorded from 

Imperial Palace Ground. These are Simulium subcostatum, S. bidentatum and Toxorhynchites towadensis.  
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は じ め に 

 皇居のカ科については，篠永 (2000) が5種を報

告している．その後，モニタリング調査の結果3

種追加し8種が記録されている (篠永，2006)．し

かし，トワダオオカ Toxorhynchites towdensis は採

集されていなかった．ブユ科昆虫は，これまで皇

居では記録されていなかったが，今回の調査で成

虫1個体と幼虫が採集されたのでこれらを記録す

る． 

採 集 記 録 

カ科 Culicidae 

トワダオオカ Toxoryunchites towadensis Matsumura, 

1916 

4♀, June~Aug. 2009, Y. Ikeda; 1♀, 24 June 2010, 

S. Shimano; 1♀, June 2010, Y. Ikeda.   

 

ブユ科 Simuliidae 

オタルツノマブユ Simulium subcostatum Takahasi, 

1950 

16 larvae, 12 May 2010, S. Shinonaga. 

キアシツメトゲブユ Simulium bidentatum (Shiraki, 

1935)  

1♀, 7-16 Oct. 2009, Malaise trap. 

 

 皇居のカ科昆虫については，第1回の調査

(1996~1999) でヒトスジシマカ，シロカタヤブカ，

トラフカクイカ，ハマダライエカ，コガタアカイ

エカの5種を記録した (篠永，2000)．その後のモ

ニタリング調査 (2000~2005) では，これらに加

えて，アカイエカ，キョウトクシヒゲカ，シナハ

マダラカの3種を追加し皇居のカ科は8種となった 

(篠永，2006)．このほか，1998年から2000年には，

港区の自然教育園で，2002年から2004年にかけて

赤坂御用地と常盤松御用邸でも調査を行った．そ

の結果，赤坂御苑からシロハシイエカとキョウト

クシヒゲカが追加記録された．今回の調査でさら

にトワダオオカを追加したので東京都心部に生息

するカ科昆虫は11種となった．本種は，東京都下

では高尾山山麓など低山地で採集されるが個体数

は少ない．幼虫は樹洞や竹の切り株などの溜まり

水中に生息し，ヤブカやユスリカなどの幼虫を捕

食している．成虫は大型で，体長約10mm，吸血

はしない． 

 ブユ科昆虫は，これまでに皇居からの記録が無

かったので両種とも新記録である．斉藤・佐藤・

緒方 (1986) によると，キアシツメトゲブユは東
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京都下では標高の低い丘陵地で多数採集される低

山地性の種である．オタルツノマブユは，個体数

が少ないが八王子市の低地での記録がある． 
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